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ジュネーブ協会気候変動・環境ディレクター、Maryam Golnaraghi
ジュネーブ協会気候変動リスク評価タスクフォース

ここ数年、私たちは多くの国で気候変動に関する重要な規制の進展を目の当たりにしてきました。このことは、気候
変動がビジネスモデルに与える影響を企業が評価および開示する取組みに大きな影響を与えています。今後数年間、
気候変動開示に関して強制的な規制が実施されます。さらに、国際財務報告基準財団の国際サステナビリティ基準審
議会(IFRS-ISSB)では、気候変動に焦点を当てたサステナビリティ報告のためのグローバル・ベースライン基準の策定
が進められています。

2020年にジュネーブ協会は、保険業界のために気候変動
リスク評価に関するタスクフォース(GAタスクフォース)
を立ち上げました。1 GA タスクフォースの最初の2つの
報告書における提言は以下のとおりです。2

•	 	カーボンニュートラル経済への移行に伴う重大な不確
実性を考慮すると、これまでの規範的な量的規制の実
施は資源集約的であり、意思決定に役立つ情報を提供
していないと結論づけました。

•	 ­	定性的および定量的アプローチを組み合わせた全体的
アプローチにより、将来を見据えた意思決定に関わる
気候変動リスクのモデル化とシナリオ分析手法の開発
の必要性を強調しました。

•	 ­	規制当局および基準設定機関に、規制項目や重要な論
点を明確にするよう要請しました。

•	 ­	ベスト・プラクティスとベースライン報告要件の収れ
んを促進するために、規制機関同士や保険業界とのよ
り強力な連携を奨励しました。

第3回報告書は、保険会社(損害保険および生命保険)や
再保険会社の取締役会と経営陣、および規制当局を対
象に、相互の優先事項および関連する論点について新
たな洞察を提供するとともに、コアビジネスとの統合
的な意思決定に、気候変動リスク評価をどのように定
着させるか、についての戦略的ガイダンスを提供して
います。

1	 GA タスクフォースには、北米、欧州、日本の18社の保険会社(損害保険および生命保険)や再保険会社から53名の専門家が参加しています。
2	 ジュネーブ協会2021a, b. 著者:Maryam Golnaraghi、ならびにGAタスクフォース。
3	 以下の11の規制機関がGA調査に回答しました。イングランド銀行、ACPR、欧州保険・企業年金監督機構(EIOPA)、スイス連邦金融市場監督機

構(FINMA)、シンガポール金融管理局、金融庁、カナダ金融機関監督官局(OSFI)、米国全米保険監督官協会(NAIC)、米国財務省/連邦保険局、ニ
ューヨーク州金融サービス局、ワシントン州保険局

統合的な意思決定に関連する気候変動リスク評価の開発
には、時間のかかる探索的、反復的かつ適応するプロセ
スが必要です。 統合的なアプローチでは、物理的、移
行、および訴訟リスクの重要性と、ビジネス機能間の相
互作用や意思決定のフィードバック・ループを含む、バ
ランスシートの両側においてさまざまな時間軸(短期およ
び長期)での相互作用を考慮します。企業はこれを反復す
る毎に物理的、移行、および訴訟リスクの相互作用を評
価し、これらのリスクがビジネス機能内およびビジネス
機能全体でどのように顕在化するかを調査し、それらの
リスクに対処するためにとり得る行動を進展させること
で、高度化させることができます。

最近の動向によると、先ほどのGAタスクフォースの提言
に沿って、規制および監督の取組みがますます進化して
いることが明らかです。規制機関にとって、共通の目的
と義務をさらに明確化し、業界との協力を強化するまた
とない機会です。 この調査に対する11の規制機関3 の回
答により、8つの規制上の優先事項が明らかになりまし
た。それらは、保険契約者保護、保険会社の財務の健全
性、コーポレート・ガバナンスと戦略、保険商品の引受
能力と手頃な価格、財務の安定性、リスク認識の向上、
データやリスク評価サービスへの対応、そして環境への
責任です。規制上の優先事項に関連する主要な論点の例
を表1に示します。完全な表は詳細報告書に記載しており
ます。

研究要旨 
保険事業のコアビジネス意思決定における
気候変動リスク評価の定着
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世界中の保険会社や再保険会社は、気候変動リスク
が自社のビジネスモデルに与える影響を評価するさ
まざまな段階にあり、法域、事業内容、および企業
規模によって異なる傾向があります。 全ての引き受
け種目の保険会社や再保険会社は、バランスシート
の各側面における気候変動リスクの重要性を検討し
始めています。特に生命保険や健康保険を扱う保険
会社や再保険会社は、気候変動がさまざまな期間に
わたる保険引受業務に与える影響と重要性を評価す
るために、さらなる研究が必要です。

重要なことは、取締役会と経営陣は、実行可能な気
候目標、移行戦略、および計画を策定するために、
「インサイド・アウト」の気候変動評価と「アウト
サイド・イン」のアプローチを調和させ、整合さ
せるよう努めることです。  また企業は、インサイ
ド・アウト分析 も行っています。つまり、国連提
唱のネットゼロ・アセットオーナー・アライアン
ス(NZAOA)や科学的根拠に基づく目標イニシアチブ
(SBTi)によって導入されたものなど、科学に基づくア
プローチを用いて気候目標を設定することで、企業
の行動が気候に与える影響を評価しています。グリ
ーンウォッシングの可能性の指摘や批判が増えてお
り、これは風評や気候訴訟リスク、さらには規制措
置につながる可能性があります。

表1:保険ビジネスモデルに関する規制上の主要な論点 

出典:ジュネーブ協会が11の規制機関を対象に実施した調査回答に基づく

主な機能 優先事項に関連する規制上の論点

ガバナンス

1.	コーポレート・ガバナンスの枠組みや組織構造において、気候変動リスクをどのように
考えているか。(P3)

2.	気候変動リスクは組織全体で理解されているか。(P3, P6)
3.	気候変動リスクへのエクスポージャーを開示する準備ができているか。(P1, P3, P7, P8)

戦略

1.	気候変動リスクに対して戦略的アプローチを取っているか。(P2, P3)
2.	気候変動に関連するリスク選好を考慮しているか。(P3)
3.	気候変動リスクや機会に対処するために実施した、または実施する予定の潜在的な緩和
または管理措置は何か。(P2, P3, P4)

4.	気候変動リスクは、企業の全体的な戦略に組み込まれているか。(P3)

リスク管理

1.	気候変動の観点から、特定のリスクの保険引受能力(保険商品の購入しやすさ、入手しや
すさ、および関連性)をどのように認識しているか。保険引受能力の転換点を定義し、保
険引受能力を確実にするために何をする必要があるかを考慮しているか。(P1, P4)

2.	資産や負債に対する気候変動リスクを、どのくらいの頻度で評価しているか。バランス
シートの両側において、これらの評価における気候変動リスクの重要性は何か。 (P1, P2, 
P3)

3.	保険契約者にリスク管理を奨励するなど、気候変動リスクとレジリエンスの問題に主な
関係者を関与させるための措置を講じているか。(P1, P6)

資本および流
動性管理

1.	バランスシートは、気候変動による金融不安リスクにどの程度さらされているか。(P2, P5)
2.	長期にわたる厳しい、かつ妥当性の高い気候シナリオに向けて、企業は十分な資本を有
しているか。(P1, P2, P5)

3.	気候変動リスクをORSA(リスクとソルベンシーの自己評価)の一部と考えているか。ま
た、気候変動リスクは他のリスクの中でどのように位置づけられているか。(P2, P3, P4)

コンプライア
ンスと情報
開示

1.	気候変動リスクへのエクスポージャーをどのように伝えているか。(P1, P6)
2.	投資家や保険契約者のリスク認識を高めるために、気候関連の情報開示を行う意思があ
るか。(P1, P6)

注記:記号P1～P8は、規制上の優先順位1～8を表します。
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取締役会と経営陣は、内部プロセスのさらなる統合
的なアプローチに向けた戦略的推進のために、4つの
重要な論点を検討する必要があります。

ビジネス・ユースケースの策定と活用により、分析
の枠組みづくり、関連ビジネス部門からの専門家の
参画、全社における共通のデータやツールのマイニ
ングおよび活用、ならびに、リスクやその相互作用
がビジネス機能や意思決定のフィードバック・ルー

プ全体でどのように表れるかを調査することができ
ます。 詳細報告書では、企業がビジネス・ユースケ
ースを策定するのに役立つ10段階のテンプレートと3
つの例を提供しています。

図1:内部プロセスを進展するための4つの戦略的考慮事項

気候変動リスク評価を­
構成するための企業固有­
のビジネス・ユースケース­
の策定と活用

全社的な関与と適切な­
リソース配分のための­
取締役会の監督や経営陣­
の管理

取締役会および経営陣の

意思決定プロセスに関する、

明確で包括的な議論

明確な説明責任を伴う全社­
的な権限による、気候変動­
リスク評価の調整と実施

ビジネス・ユ
ース ケース

ビジネス関連
の議論

出典:ジュネーブ協会

監督 調整
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シナリオ分析 は、リスクと機会の将来を見据えた評
価を実施するためのツールであり、企業は、以下の
ような深刻な不確実性に直面した場合に、個々また
は複合的な要因を体系的に調査し、戦略的な意思決
定を行うことができます。

•	 	気候変動リスクに対する企業のビジネスモデルの
レジリエンス・テスト

•	 ­	企業が取り得る行動の影響評価

•	 	非常に不利な条件下における、企業のビジネスモ
デルのストレス・テスト

企業は、まず一連の定性的な「What if」の質問に
答え、定量的方法が実行可能な分野を検討するこ
とにより、適用可能なシナリオのタイプを調査す
ることができます。現在、金融部門で最も利用さ
れているいくつかのベンチマーク・シナリオに関
する洞察を提供します。

保険会社および再保険会社は、強力な業界間の協力
により、既存のデータの課題、ギャップ、およびニ
ーズを分析し、今後のツール開発の優先分野と要件
を定義する必要があります。生命保険や医療保険を

扱う保険会社および再保険会社は、気候変動の原因
と責任負担の見積りができるデータの種類を特定す
るという課題に直面しています。
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図2:気候変動リスク評価の枠組みとなるビジネス・ユースケースの策定と活用の反復プロセス概略図

ユースケースを策定するための取締役会および 
経営陣(および/または規制機関)の包括的な議論

ビジネス機能、その相互関係やフィードバック・ループ、および特定された外部要因に­
関して、考慮の必要があるより詳細なビジネス上の問題の定義 
行動のリスクと影響を測定および監視するための指標の有無 

何を学んだか。分析の限界は何か。深く掘り下げるポイントはどこか。

問題に影響を与える社内のビジネス機
能 、その相互作用、およびフィードバ

ック・ループの特定

経営陣と連携し、重要な意思決定、潜在的な行動とその影響、戦略との関連性、­
リスク選好度、および意思決定のフィードバック・ループなどに関する調査結果を明確化

外部の利害関係者に対する調査結果の明確化 
(規制機関、株主、格付機関、および保険契約者)

マテリアリティ分析:

•	 リスクの種類とその相互作用
•	 時間軸(短期および長期)
•	 地理
•	 部門
•	 相関

問題に影響を与える、または問題が影
響を受ける 外部要因の特定

シナリオ分析との関連性の有無 
有りの場 定性的「What if」分析ある
いは定量分析を定義する

•	 気候リスクに対するレジリエンス・テスト

•	 行動の影響評価

•	 企業のビジネスモデルのストレス・テスト

基礎となる
論点

要因

スコーピング

分析
この段階には一部

反復が行われる場合
がある

解釈

行動

開示

注記:矢印は、必要になる可能性のあるさまざまな反復を意味し、プロセスの一部として会社が決定する必要がある

出典:ジュネーブ協会
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